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して肝牌疾患の診断に役立てようと考え，本造影法を施
行する際，同時に MAA_1311の応用を試み，肝牌動脈
血流比を測定してみた。まず成犬を用いて基礎実験を行
なったところ，臨床面への応用の充分な所見を得たので
臨床に応用してみた。正常肝牌動脈血流比の値は 1:!:0.3 
の範囲内にあり，肝牌動脈の分岐異常，肝牌動脈および
その分枝が圧迫されたり狭小化が起こると，血流比は増
減することが判明した。すなわち肝牌動脈の解剖学的異
常や，肝腫蕩，パンチ症候群，肝硬変などでもこの血流
比は変化する。なお血流比の算定は， MAA_1311を腹
腔動脈より注入後。約 1時間でドットファクターを低く
した面スキヤニングを腹臥位，背臥位の方向より行ない
算定した。 
34. 	 下部食道噴門癌に対する食道電気内圧曲線の臨
床応用に関する研究
佐々木守(研究生 6年)
下部食道噴門癌において，食道内圧曲線上の呼吸相変
換点 (PRR)を指導として X線検査を行ない，術前の開
腹あるいは開胸術式決定の補助診断としての意義を認め
た。検査は内径 2mmのオープンチップチューブで，側
孔の上下に 1cm間隔で金属マークをしたものを用い，
立位で静止圧を測定その食道胃接合部の呼吸相変換点で
チューブを固定し，直ちにバリュームによるX線撮影を
行なう。これより癌腫による陰影欠損の実測長と PRR，
すなわち生理的横隔膜附着部の位置関係がわかる。昭和 
43年 12月までに噴門部癌 26例，正常 10例に本法を施
行した。噴門癌 26例中経腹術式 10例，経胸術式8例で， 
PRRと陰影欠損との関係をみると，前者は l例を除き
すべて上界が PRRより 0.5cm以下にあり，後者は全
例 PRRより口側へ至っていた。すなわち本法により
陰影欠損上界が PRR胃側 0.5cm以下にあるものは開
腹術式で， PRR口側に至るものは開胸術式の適応とな
るo 
35. 	 下部食道噴門癌の食道側浸潤ならびに胸腔内リ
ンパ節転移に関する病理組織学的研究
吉川正宏(研究生 6年)
下部食道噴門癌に対し拡大根治手術を行なおうとすれ
ば開胸開腹になるが，手術死亡率が上昇する。そこで癌
の食道側浸潤距離および胸腔内リンパ節転移に関し検索
した。対象はおのおの下部食道噴門癌 62例，術後剖検
例 14例である。食道例浸潤距離としては癌による食道
粘膜破綻部より癌先進部までを検鏡下に測定した。すな
わち断端癌浸潤(+)例を除く 46例についてみると Borr・ 
mann，1 I型では最長浸潤距離 2cm内にあり， III， 
IV 型では 4cm 内にある。 SOSl では 2cm 内。 S2S~ で
は4cm内である。さらに癌口側隆起型を I型(崖型)
癌組織が正常食道粘膜に対し急峻な高まりを示すもの。 
III型(平野型)口側隆起がほとんどみられず平坦に近
いもの。 I型(岡型)両者の中間とすると， 1，I型1.7 
cm III型 3.2cmでまた平均値は 0.5cm 1.0 cm 1.7 cm 
であった。また胸腔内リンパ節転移からみると一応腹腔
内での Stage 1 Iでは腹腔内手術でよく StageIIIで
は開胸の適応があり， Stage IVでは開胸しでも根治手
術は期待できないと考える。 
36. 	 生検用ファイパーガストロスコープによる胃直
視下生検洗練細胞診併用法の研究
久賀克也(研究生 6年)
胃癌の診断法として， X線，内視鏡とともに生検，細
胞診はぜひとも必要な手段である。しかし，生検はその
狙撃性に困難があり，細胞診は細胞単位の診断という問
題点、がある。わたくしはこの両者の欠点、を補ない， 1回
のファイパースコープ挿入により同時に生検と洗糠細胞
診を行なうことにより，より高い診断率をうることを目
的として，現在の生検生B型ファイパースコープの鉛子
挿入孔に細い合成樹脂チューブを挿入して洗樵を行なう
ことにより，生検，洗糠細胞診の併用を行なった。 B型
に挿入する洗糠用チューブを用いて，チューブの先端日
経，水圧等と，洗糠液の流量，衝突や，切除胃粘膜にお
ける細胞の剥離の関係などにつき基礎的実験を行なっ
た。さらにこれを臨床に用いてある程度の成績を得たの
で報告した。併用法による癌の診断成績では 96.2%の陽
性率であった。患者の負担軽減にも役立ち，またあえ
て， B型およびC型の 2台を設備する要もなく，簡単に
両者を行ない得て有用である。 
37. 	 人リンパ球移入試験に関する研究
一組織適合性試験として一
斎藤全彦(研究生6年)
最近，臓器移植において組織適合性ということが問題
になっている。 Donorと Recipientの組織適合性が
大きければ大きいほど，免疫学的障害は少ない。わたく
しは教室で行なっている白血球型とリンパ球移入試験の
関係を調べるため，この研究を行なった。被験者 40人
相互間の組合わせ 108通りのリンパ球移入試験を行なっ
て，次の結論を得た。 
(1) リンパ球移入試験の際，移入するリンパ球は 
0.1 ccにつき 5X106が適当である。またこの際，混入
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する赤血球は 3.6x106以下においては無視できる。 
(2) リンパ球移入試験の判定は 48時間で行なったが 
60時間値が高い時は， 60時間値を採用する。 
(3) こわしたリンパ球の皮内反応は陰性で、ある。 
(4) リンパ球移入試験により，わたくしどもの用い
ている白血球型の妥当性を認めた。これら W1""""， W12の
白血球型のうち， Waは強い抗原性を示し，次いで 
W2，W4，W7 も比較的強い抗原性を有していることを
知った。 
38. 血液透析濯流液組成の検討 
-Xylitol使用濯流液について一
沼野 健(研究生 6年)
現在血液透析の濯流液の惨透調整はブドウ糖により行
なっているが，耐糖能障害例で透析中高血糖をきたした
報告が多い。ブドウ糖の代わりに Xylitolを使用し，
それが臨床的に使用可能か，耐糖能障害例の高血糖の出
現を防止できるかどうか，また透析能率，水分除去率の
比較をブドウ糖濯流液と Xylitol濯流液とで検討し，
同時に五炭糖代謝面での検討を行なった。
当科血液透析を行なった慢性腎炎 7症例を対象とし， 
Kiil型二面8時間， Kiil.型一面 10時間の透析を行な
い，早朝空腹時および透析中の血糖， BUN.血清 K1
血中 Xylitol，Pyruvate，および尿糖，尿中 Xylitol， 
Pyruvateの測定を行なった。ブドウ糖と Xylitol濯
流液の透析能率 (BUN血清 K+)および水分除去率は
ほぼ等しく， Xylitol潅流液で耐糖能障害例で透析中の
高血糖をきたさなかった。血中 Xylitol値の上昇はそ
れに比例した血糖の上昇をきたすことを認めた。尿中 
Xylitol，Pγruvate については症例数が少なく今後血
中 Insulinレベルの検討と合わせ行なって五炭糖代謝
の検討を行なう。 
39. 胃カメラによる胃穿孔の 2例
谷口恒郎，加藤一雄，小林健次， 0竹島徹
(谷口病院)
症例1. 患者は 60歳男子。主訴胃部膨満感。オリン
パス製V型胃カメラをX線透視下で挿入。胃の膨み悪し。
カメラ抜去後も腹部膨満消退せず，筋防御，肝濁音界消
失，白血球増多，気腹像など出現し胃穿孔と診断。開腹
術施行。噴門小轡部の硬性癌で醇に癒着。腹腔に胃内容
漏出なく，胆嚢後腹膜部に Emphysemあり。胃全摘
出術施行。癌病巣は鷲卵大，穿孔孔は大費大網附着部に
ありゾンデの大きさ。
症例I. 患者は 48歳男子。主訴左季肋部痛。向上の
胃カメラをX線透視下で挿入。胃の膨み悪し。症例 Iと
全く同様の症状にて胃穿孔と診断。開腹術施行。噴門部
前壁の進行癌。紫膜浸潤著明にてリンパ節転移を認める。
胃体部後壁に示指頭大の穿孔孔あり，下腹部に膿性穆出
液あり。当科においては過去 10年間に胃カメラおよび 
GTF検査総数 5185例，穿孔 2例，穿孔率 0.038%. 
40. 要町病院における手術統計と 1，2の症例
秋山駿一 	  0神谷定茂
(要町病院)
教室より要町病院に出張致しましてから， 1年半とな
り，この間の入院手術例は， 477例で，急性虫垂炎 194
例，胃，十二指腸疾患 55例，鼠径ヘノレニア 23例， n工門
疾患 21例，整形外科的疾患 101例です。また，癌患者
の内別を見ますと，胃癌 24例71%，食道癌 6例 18%，醇
臓癌 3例，乳癌 l例，計 34例です。胃癌を術式別に見
ますと，胃切除または，胃全刷出など根治的手術を行な
ったものは， 24例中 16例で 67%，根治的手術不能例 8
例 33%であり，末期に近い癌が多いことを物語ってお
ります。当病院においては，幽門下リンパ節転移著明な
ものには， Bn法を行なっています。食道癌は， 6例
中， 3例根治手術を施行し，全例右開胸胸部食道全捌頚
部外凄造設術を行ない，全例健在です。なお，醇臓癌 3
例中， 1例，醇頭，十二指腸切除術施行し，経過順調
で，根治が望まれる l例を経験したので，報告した。 
41. 	 黒色表皮腫を伴った胃癌の一治験例
篠崎良一
(宇都宮外科病院)
黒色表皮躍は項，頚部，般商，などに色素沈着が増強
し，角質の増殖する病気である。 
Tlaclung らの報告によれば良性例では女性が多く，
悪性例では，男女ともほぼ平等である。
年令別発生頻度を見るに，悪性例の場;合は 30"， 70代
で大半を占め老年者に多い疾患であることを示してい
る。
悪性腫療の発生頻度を臓器別に見た場合胃癌が実に 
60.2%の高率を示している。 
42. 牌に穿通した噴門部潰療を思わせた 1症例
深町信一 	  0渡辺一男
(深町病院)
症例は 39歳男性。昭和 42年 12月軽い腹痛とともに
吐血，ついで黒色タール便を見，昭和 43年 1月 20日夜
間多量の吐血があり，軽度のショック状態で当院入院，
